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波
妨
害
装
置
を
建
設
・
配
備
し
た
。
三
つ
の
人
工
島
お
よ
び
西
沙
諸

島
の
ウ
ッ
デ
ィ
ー
島
に
は
す
で
に
滑
走
路
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
中
国
の
軍
用
機
は
南
シ
ナ
海
の
上
空
ほ
ぼ
全
域
で
運
用
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
仲
裁
判
決
後
も
中
国
は
着
々

と
軍
事
拠
点
化
（
ク
リ
ー
ピ
ン
グ
・
ミ
リ
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
を
進

め
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
中
国
の
行
動
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
が
二
〇
〇
二
年

に
署
名
し
た
、
新
た
な
建
造
物
の
構
築
な
ど
挑
発
的
な
行
動
を
控
え

る
こ
と
と
し
た
「
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
関
係
国
の
行
動
宣
言
」（
Ｄ

Ｏ
Ｃ
）
に
反
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
シ
ナ
海
問
題
の
平
和
的
解
決
を

唱
え
、
法
的
拘
束
力
を
伴
う
行
動
規
範
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）
を
求
め
て
き
た

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
、
拘
束
力
を
も
つ
仲
裁
判
決
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
進
め
る
中
国
の
現
状
変
更
は
看
過
で
き
ま
い
。
南
シ
ナ
海
で

軍
事
拠
点
化
を
粛
々
と
進
め
る
中
国
に
対
し
て
、
係
争
国
で
あ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
を
加
盟
国
と

す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

対
中
融
和
外
交
に
傾
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
、
仲
裁
判
決
を
盾
に
取
り
、
中
国
の
行
動
は
国

際
法
違
反
で
あ
る
と
声
高
に
主
張
し
て
国
際
社
会
共
通
の
立
場
を
形

成
し
、
南
シ
ナ
海
で
の
行
動
を
自
制
す
る
よ
う
中
国
に
圧
力
を
か
け

る
、
と
い
う
選
択
肢
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
対
応
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。
逆
に
融
和
に
努
め
て
き
た
。

　

仲
裁
判
決
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
姿
勢
に
は
中
国
配
慮
が
明
確

に
表
れ
て
い
る
。
判
決
に
関
す
る
声
明
を
出
す
こ
と
も
な
く
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
な
ど
に
お
い
て
も
仲
裁
判
決
に
言
及
し
た
こ
と
は

こ
れ
ま
で
一
度
も
な
い
。
各
国
の
反
応
を
見
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

が
「
仲
裁
判
決
に
留
意
す
る
」
と
の
声
明
を
出
し
た
程
度
で
、
他
の

加
盟
国
は
判
決
へ
の
言
及
を
避
け
、
国
連
海
洋
法
条
約
を
含
む
国
際

法
の
遵
守
を
述
べ
る
ま
で
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方

式
を
採
用
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
、
各
加
盟
国
の
見
解
よ
り
踏
み
込
ん

だ
声
明
を
出
す
こ
と
は
な
い
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

　

他
方
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
は
、
仲
裁
判
決
が
出
た
約
二
週
間
後

に
南
シ
ナ
海
に
関
す
る
外
相
共
同
声
明
を
採
択
し
た
。
し
か
し
、
予

想
に
反
し
て
、
仲
裁
判
決
へ
の
言
及
は
一
切
な
か
っ
た
。
否
、
こ
れ

が
立
場
表
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仲
裁
判
決
は
一
顧
だ
に
値
し
な
い

紙
く
ず
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
共

に
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
声
明
で
は
Ｄ
Ｏ
Ｃ
を
「
金
字
塔
と
な
る
合

意
文
書
」
と
し
て
そ
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。
南
シ
ナ
海
に
お
け

る
紛
争
管
理
は
、
仲
裁
判
決
な
ど
で
は
な
く
Ｄ
Ｏ
Ｃ
に
基
づ
く
こ
と

を
国
際
社
会
に
明
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
六
、一
七
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
首
脳
会
議
で
は
こ
の
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南
シ
ナ
海
仲
裁
判
決
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
六

年
七
月
一
二
日
に
下
さ
れ
た
仲
裁
判
決
は
、「
九
段
線
」
な
ど
南
シ

ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
主
張
に
は
法
的
根
拠
が
な
い
と
一
蹴
し
た
た

め
、
中
国
の
外
交
的
完
全
敗
北
と
い
わ
れ
た
。
仲
裁
判
決
後
、
以
前

ほ
ど
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
南
シ
ナ
海
問
題
は
、

判
決
に
よ
っ
て
収
束
に
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加
盟
国
の
外
務

官
僚
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
は
南
シ
ナ
海
の
状
況
は
安

定
し
て
い
る
と
の
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
年
四

月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
二
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
議
長
声
明
に

は
、
加
盟
国
首
脳
は
「
平
和
・
安
定
・
繁
栄
の
海
と
し
て
の
南
シ
ナ

海
か
ら
得
ら
れ
る
恩
恵
を
認
識
し
た
」と
の
一
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

仲
裁
判
決
後
、
南
シ
ナ
海
は
「
平
和
の
海
」
に
転
じ
た
の
か
。
以
下

で
は
仲
裁
判
決
後
の
中
国
の
行
動
を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
対
応
を
検
討
す
る
。

進
み
続
け
る
中
国
の
現
状
変
更

　

周
知
の
通
り
、
中
国
は
仲
裁
判
決
を
国
際
法
上
無
効
と
断
言
し
、

紙
く
ず
で
あ
る
と
切
り
捨
て
た
。
そ
し
て
判
決
は
中
国
の
政
策
に
い

か
な
る
影
響
も
与
え
ず
、
従
来
通
り
自
国
の
主
権
・
領
土
を
守
っ
て

い
く
こ
と
を
宣
言
し
、
行
動
に
移
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
は

南
沙
諸
島
の
七
つ
の
人
工
島
全
て
に
お
い
て
近
接
防
空
シ
ス
テ
ム
を

配
備
し
た
。
な
か
で
も
軍
事
拠
点
化
が
特
に
進
ん
で
い
る
の
は
、
ミ

ス
チ
ー
フ
礁
、
フ
ァ
イ
ア
リ
ー
ク
ロ
ス
礁
、
ス
ビ
礁
の
三
つ
の
人
工

島
で
あ
る
。
中
国
は
こ
れ
ら
に
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
可
能
な

二
〇
に
及
ぶ
構
造
物
、
軍
用
機
二
四
機
を
収
容
で
き
る
格
納
庫
、
電

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ・
中
国「
蜜
月
」の
理
由

―
―
南
シ
ナ
海
領
有
権
を
め
ぐ
る
仲
裁
判
決
か
ら
二
年

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
准
教
授

福
田 

保

中
国
の
主
張
を
退
け
た
二
〇
一六
年
仲
裁
判
決
。

だ
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
国
へ
の
融
和
的
態
度
は

仲
裁
判
決
の
実
効
性
を
失
わ
せ
て
い
る
。

中
国
と
関
係
国
は
「
法
的
拘
束
力
を
伴
う
行
動
規
範
」
を

締
結
可
能
か
。
各
国
の「
事
情
」を
踏
ま
え
考
え
る
。

ふ
く
だ　

た
も
つ　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

博
士
課
程
修
了
。Ph.D.（
政
治
学・国
際
関
係
学
）。

日
本
国
際
問
題
研
究
所
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
三

年
よ
り
現
職
。
専
門
は
国
際
関
係
論
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
の
国
際
関
係
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
外
政

策
。
著
書
に『
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
』（
編
著
）、『Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
知
る
た
め
の
五
〇
章
』（
共
著
）な
ど
。
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う
が
得
策
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
二
〇
一
六
年
と
一
七
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
を
、
中

国
寄
り
の
ラ
オ
ス
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
た
め
で
あ

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
際
会
議
で
は
意
思
決
定
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン

サ
ス
方
式
が
用
い
ら
れ
る
が
、
議
題
設
定
や
議
長
声
明
な
ど
の
文
書

の
採
択
に
あ
た
っ
て
議
長
国
の
意
向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
る
。実
際
、

こ
れ
ら
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
議
長
声
明
や
外
相
会
議
の
共
同

声
明
で
の
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
行
動
に
対
す
る
表
現
は
以

前
よ
り
和
ら
げ
ら
れ
た
。
議
長
国
で
あ
る
ラ
オ
ス
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
が

中
国
に
配
慮
し
、
こ
れ
を
望
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
中
国
の
人
工
島
造
成
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
に
、
首
脳
会
議
な
ど
で
議
論
す
る
こ
と
に
何
の
意
味
が
あ
る

の
か
と
発
言
し
、
中
国
の
人
工
島
造
成
や
軍
事
拠
点
化
へ
の
言
及
を

避
け
た
。

　

第
三
は
、
中
国
寄
り
の
姿
勢
を
示
す
の
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
国
も
中
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
。
南
シ
ナ
海
の
も
う
一
つ
の
当

事
国
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
が
好
例
で
あ
る
。
一
六
年
一
〇
月
に
ナ
ジ

ブ
・
ラ
ザ
ク
前
首
相
が
訪
中
し
た
際
、
マ
レ
ー
半
島
横
断
鉄
道
建
設

計
画
を
は
じ
め
と
す
る
約
三
兆
六
〇
〇
〇
億
円
に
上
る
計
一
四
件
の

イ
ン
フ
ラ
投
資
計
画
と
、哨
戒
艇
四
隻
の
購
入
に
合
意
し
た
。
ま
た
、

ナ
ジ
ブ
首
相
が
主
導
し
て
設
立
し
た
政
府
系
投
資
会
社
１
Ｍ
Ｄ
Ｂ
が

多
額
の
負
債
を
抱
え
て
資
金
繰
り
に
窮
し
て
い
た
際
、
経
営
破
綻
を

回
避
す
る
た
め
に
同
社
の
資
産
を
購
入
し
た
の
は
中
国
国
有
企
業
で

あ
っ
た
。
タ
イ
も
一
四
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
後
、
対
米
関
係
が
疎
遠
に

な
る
な
か
、
中
国
と
の
協
力
関
係
を
強
め
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
や

タ
イ
の
親
中
政
策
は
仲
裁
裁
判
前
か
ら
だ
が
、
判
決
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
対
中
融
和
外
交
に
寄
与
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

行
動
規
範
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）
締
結
に
向
け
た
課
題

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
関
係
で
は
南
シ
ナ
海
問
題
の
非
紛
争
化
が
図

ら
れ
た
一
方
で
、
限
定
的
で
は
あ
る
も
の
の
一
定
程
度
の
進
展
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
枠
組
み
草
案
の
合
意
、
海
上
衝
突
回

避
規
範
（
Ｃ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
の
南
シ
ナ
海
で
の
適
用
合
意
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
と
中
国
の
外
交
当
局
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置
で
あ
る
。
特
に

中
国
が
、
長
年
消
極
的
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
早
期
締
結
に
合
意
し
、

二
〇
一
七
年
五
月
に
枠
組
み
草
案
が
作
ら
れ
、
本
年
三
月
に
は
条
文

作
成
協
議
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
南
シ
ナ
海
の
安
定
化
に
向
け
て
一

歩
踏
み
出
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
枠
組
み
草
案
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ

の
原
則
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
を
基
に
具
体
的
な
ル
ー

ル
が
協
議
さ
れ
て
い
く
。

　

中
国
が
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
協
議
交
渉
に
合
意
し
た
の
は
、
仲
裁
判
決
の
影
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方
針
が
踏
襲
さ
れ
、
経
済
協
力
を
含
む
関
係
強
化
が
強
調
さ
れ
た
。

一
六
年
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
関
係
二
五
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ

た
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し
て
も
最
大
貿
易
相
手
国
で
あ
る
中
国
と

の
関
係
を
こ
じ
ら
せ
た
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
七
年
の
首
脳
会

議
で
は
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
「
前
向
き
な
進
展
」
を
歓
迎
し
、
ま
た

高
級
実
務
者
会
合
で
は
「
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
南
シ
ナ
海
は
安
定

し
て
い
た
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

中
国
に
な
び
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
事
情

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
な
ぜ
仲
裁
判
決
へ
の
言
及
を
避
け
、
ま
た
、
中
国

に
よ
る
現
状
変
更
が
進
展
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
に
対

し
て
融
和
姿
勢
を
と
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
三
点
あ
る
。
第
一
は
、

仲
裁
裁
判
当
事
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
、
仲
裁
判
決
を
封
印
し
た

た
め
で
あ
る
。
判
決
が
出
る
一
二
日
前
の
六
月
三
〇
日
に
大
統
領
に

就
任
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
氏
は
、
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
三

世
前
政
権
の
対
中
強
硬
姿
勢
を
一
八
〇
度
転
換
し
、
中
国
と
の
関
係

改
善
を
図
っ
た
。「（
歴
代
大
統
領
の
）
誰
よ
り
も
中
国
を
必
要
と
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
、
中
国
の
要
望
通
り
仲

裁
判
決
の
棚
上
げ
に
合
意
し
た
。
両
国
は
貿
易
・
投
資
、
農
業
、
観

光
、麻
薬
対
策
な
ど
広
範
な
分
野
に
及
ぶ
協
力
を
進
め
る
こ
と
と
し
、

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
巨
額
の
経
済
援
助
を
得
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
同
大
統
領
が
「
ビ
ル
ド
・
ビ
ル
ド
・
ビ
ル
ド
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
進
め
る
二
〇
兆
円
に
及
ぶ
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
は
、

中
国
の
経
済
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
麻
薬
犯
罪
撲
滅
を
最
大

の
公
約
に
掲
げ
た
同
大
統
領
は
超
法
規
的
措
置
を
容
認
し
て
お
り
、

こ
れ
を
人
権
侵
害
と
批
判
す
る
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
中
国
は
彼
の

麻
薬
犯
罪
対
策
に
支
持
を
表
明
す
る
。
仲
裁
判
決
後
の
比
中
関
係
は

劇
的
に
好
転
し
、
三
月
に
訪
中
し
た
ア
ラ
ン・カ
エ
タ
ノ
比
外
相
は
、

今
日
の
比
中
関
係
は
「
黄
金
時
代
」
を
迎
え
た
と
述
べ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
中
融
和
の
背
景
に
は
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
自

身
の
反
米
感
情
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
払
拭
さ
れ
な
い
疑
念

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
を
め
ぐ
っ
て
中
国

と
武
力
衝
突
に
ま
で
発
展
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
比
米
同
盟
に
基

づ
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
防
衛
し
て
く
れ
る
の
か
」
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
、
比
米
同
盟
の
適
用
範
囲
が
南
シ
ナ
海
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
に
及

ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
曖
昧
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
①
ア

メ
リ
カ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
防
衛
へ
の
確
た
る
言
質
を
得
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
、
②
ア
メ
リ
カ
は
領
有
権
争
い
に
つ
い
て
は
中
立
的
立
場

を
公
言
し
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
③
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
や
ス
カ
ボ
ロ
ー

礁
で
中
国
が
実
効
支
配
し
て
い
る
現
状
を
変
更
で
き
る
軍
事
力
を

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
備
え
て
い
な
い
こ
と
、
の
三
点
を
踏
ま
え
、
ド
ゥ
テ

ル
テ
大
統
領
は
中
国
に
対
峙
す
る
よ
り
も
、
経
済
的
実
利
を
得
る
ほ
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の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仲
裁
判
決
に
つ
い
て

何
ら
言
及
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
大
国
へ
の
対
抗
手
段
を
自
ら
放
棄

し
た
こ
と
に
等
し
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
「
ル
ー
ル
に
基
づ
く
秩
序
」

を
し
ば
し
ば
強
調
す
る
が
、
ル
ー
ル
の
根
幹
と
な
る
国
際
法
を
軽
視

す
れ
ば
、
秩
序
形
成
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
役
割
に
疑
問
符
が
つ

き
か
ね
な
い
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は
、
少
々
酷
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
第
一
に
、
仲
裁
判
決
後
の
国
際
社
会

は
、
対
中
批
判
世
論
の
形
成
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
主
導
で
き
る
環
境
で

は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
仲
裁
判
決
を
遵
守
す
る
よ
う
声
明
を
出

し
た
の
は
日
米
豪
な
ど
少
数
で
し
か
な
く
、
判
決
後
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
は

主
張
を
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
さ
せ
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
一
般
原

則
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
に

正
面
か
ら
対
峙
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
、
大
国
を
中
心
と
す

る
国
際
社
会
の
強
力
な
後
ろ
盾
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
考
慮
す
れ
ば
、
対
中
融
和
に
傾
い
た
こ
と
は
あ
る
程
度
致
し

方
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
マ
レ
ー
シ
ア
も
、
一

国
で
は
中
国
に
敵
わ
な
い
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が
「
中
国
に
は
勝

て
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
ヒ
シ
ャ
ム
デ
ィ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
防
相

も
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。「
大
国
に
対
峙
す
る
際
、
わ
れ
わ
れ
は

自
国
の
能
力
を
現
実
的
に
見
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
制
御
で

き
な
い
も
の
に
直
面
し
た
ら
、
国
民
は
憤
慨
す
る
で
あ
ろ
う
」。
領

有
権
を
め
ぐ
っ
て
譲
歩
す
る
こ
と
は
本
意
で
は
な
い
が
、
背
に
腹
は

代
え
ら
れ
な
い
。
経
済
成
長
の
促
進
は
国
の
優
先
事
項
の
一
つ
で
あ

る
。対
中
融
和
は
小
国
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
外
交
の
賜
物
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
議
長
国
が
自
国
の
政
策
課
題
を
優
先
し
、
国
際
社
会

に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
評
判
を
落
と
す
こ
と
に
は
や
は
り
感
心
で

き
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
本
年
の
議
長
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
外

交
手
腕
は
注
目
に
値
す
る
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
昨
年
、一
昨
年
と
ト
ー

ン
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
中
国
へ
の
牽
制
を
復
活
さ
せ
た
。
議
長
声
明
で
は

名
指
し
は
し
な
い
も
の
の
、「
平
和
と
安
定
を
損
ね
か
ね
な
い
埋
め

立
て
」
に
対
し
て
懸
念
を
表
明
し
、
南
シ
ナ
海
の
「
非
軍
事
化
と
自

制
の
重
要
性
」
を
強
調
し
た
。
近
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
間
の
分

断
に
対
し
て
、
中
国
に
配
慮
し
た
文
言
も
加
え
る
こ
と
で
、
議
長
国

と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
と
い
え
る
。
タ
イ
が

議
長
国
と
な
る
二
〇
一
九
年
は
中
国
ペ
ー
ス
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
今
年
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
早
期
締
結
に
向
け
て
少
し
で
も
前
進

さ
せ
た
い
。「
ダ
チ
ョ
ウ
の
平
和
の
海
」
が
真
の
平
和
の
海
に
一
刻

も
早
く
な
る
よ
う
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ェ
ア
マ
ン
シ
ッ
プ
に
期
待

し
た
い
。
●
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響
で
あ
ろ
う
。
判
決
を
無
効
と
断
じ
な
が
ら
も
、
国
際
社
会
の
批
判

を
か
わ
す
狙
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
何
ら
か
の
進
展
を
国
際
社
会
に

示
せ
れ
ば
、
南
シ
ナ
海
問
題
は
当
事
者
の
み
で
紛
争
の
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
日
米
豪
印
な
ど
の
第
三
国
の
関
与
は
不
要
だ
と
の
主

張
を
展
開
し
や
す
い
。た
だ
、先
行
き
は
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
。「
祖

先
が
残
し
た
領
土
を
一
寸
た
り
と
も
失
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の

主
張
を
中
国
は
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
は
次
の
二
点
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
第
一
は
法
的
拘
束

力
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
枠
組
み
草
案
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
法
的

拘
束
力
を
持
つ
か
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
は
九
〇
年
代
か
ら
法
的
拘
束
力
を
も
つ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
を
求
め
て
き
た

こ
と
か
ら
、
草
案
に
基
づ
い
て
Ｃ
Ｏ
Ｃ
が
締
結
さ
れ
れ
ば
こ
れ
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
大
き
な
失
点
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
効
力
も
き
わ

め
て
限
定
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
他
方
、
今
年
四
月
の

ボ
ア
オ
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
政
府
系
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
中
国
南
海
研
究
院
の
呉
士
存
院
長
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
は
一
定
の
法
的

拘
束
力
を
持
つ
も
の
に
な
る
と
述
べ
た
こ
と
は
、
こ
の
要
件
に
お
い

て
前
向
き
に
捉
え
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
。

　

第
二
は
ル
ー
ル
の
具
体
化・明
確
化
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

豪
州
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
の
C
・
セ
イ
ヤ
ー
名
誉

教
授
の
提
言
は
大
変
参
考
に
な
る
。
彼
は
、
①
Ｃ
Ｏ
Ｃ
が
適
用
さ
れ

る
地
理
的
範
囲
の
明
確
化
（
た
と
え
ば
、
台
湾
以
北
か
ら
マ
ラ
ッ
カ

海
峡
入
口
）、
②
Ｃ
Ｏ
Ｃ
規
定
に
係
る
法
解
釈
の
相
違
を
解
決
す
る

た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
設
置
、
③
法
的
拘
束
力
お
よ
び
執
行
力
を
兼

ね
備
え
た
紛
争
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
設
置
、
④
各
国
議
会
で
の
批
准

後
の
発
効
お
よ
び
国
連
へ
の
寄
託
、
の
四
点
を
挙
げ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
め
ぐ
る
評
価

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
枠
組
み
合
意
な
ど
の
進
展
は
確
か
に
あ
っ
た
が
、
国
際
法

を
無
視
し
た
形
で
の
現
状
変
更
が
並
行
的
に
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、南
シ
ナ
海
が
「
平
和
の
海
」
で
あ
る
と
は
捉
え
難
い
。

複
数
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
自
国
の
政
策
課
題
を
優
先
さ
せ
、
中
国

と
の
関
係
を
重
視
し
た
こ
と
に
よ
る
現
状
は
、
厳
し
い
言
い
方
を
す

れ
ば
、
危
険
を
察
知
し
た
ダ
チ
ョ
ウ
が
頭
を
砂
の
中
に
突
っ
込
ん
で

や
り
過
ご
そ
う
と
す
る
よ
う
に
、
南
シ
ナ
海
で
進
む
現
状
変
更
と
い

う
現
実
か
ら
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
目
を
背
け
る
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
、

い
わ
ば
「
ダ
チ
ョ
ウ
の
平
和
の
海
」
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
対
応
は
、
地
域
協
力
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
地
域
秩
序
形
成
力
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
の
評
価
は

厳
し
い
も
の
と
な
ろ
う
。
力
で
も
っ
て
大
国
の
行
動
を
制
御
で
き
な

い
小
国
に
と
っ
て
、
国
際
法
は
大
国
の
行
動
に
規
制
を
か
け
る
た
め


